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例題

[1] 事象A,Bが P (A) =
1

5
, P (B) =

2

5
をみたすとき、

2

5
≤ P (A ∪B) ≤ 3

5
を示せ。

レポート問題 以下の [2]の解答を、次回の授業のはじめに提出して下さい。（授業
に関する要望・質問等があれば、レポートの余白に記入して下さい。）

[2] 事象A,BがP (A) =
3

5
, P (B) =

7

15
をみたすとき、P (A∩B)の値がとりうる範囲

を求めよ。

黒板での発表用問題

[3] 事象A,BがP (A) =
5

9
, P (B) =

1

3
, P (A∪B) =

2

3
をみたすとき、P (Ac), P (A∩B)を

求めよ。

[4] 事象A,BがA ⊂ Bをみたすとき、P (B \ A) = P (B)− P (A)を示せ。

[5] 事象A,Bが P (A) + P (B) > 1をみたすとき、P (A ∩B) > 0を示せ。

[6] 事象A,B,Cに対して次を示せ。

P (A∪B∪C) = P (A)+P (B)+P (C)−P (A∩B)−P (B∩C)−P (C ∩A)+P (A∩B∩C).

[7] 区間 [0, 10]上の実数の点を 1つランダムに選ぶ。但しどの点も同等に選ばれるとする。
このとき、選んだ点が区間 [0, 3]と区間 [5, 9]のどちらにも入っていない確率を求めよ。
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